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序

本県は、 原始時代の遺跡はもち論、 関東との接点に位置するところから、 古代の遺跡が特に

多く、 われわれの祖先の生活文化を、 如実に物語っています。

東北縦貫自動車道の建設が計画されるや、 これら文化財の適正保存をはかるべく、 昭和41年

より分布調査を実施いたしました。 これにより、 極めて重要なものについては保存をはかり、

記録保存すべきものについては更に予備調査を実施して資料を整え、 最終的に50余力所の遺跡

を発掘調査することになりました。

本事業は、 3 年計画のもとに進め、 本年度はその初年度にあたり、13の遺跡について8次に

わたる発掘調査を実施し、 予定通り終了をみてその調査概報を発行するはこびとなりました。

もとより概報でありますので、 不じゅうぶんなものではありますが、 学術資料としてご活用い

ただれけば幸いです。

本調査に際し、 ご多忙の中、 発掘にあたられた調査員各位、 郷土の文化財保存の熱意からご

援助下さった協力者の方々、 並びに調査の運営に、 全面的ご協力を惜しまなかった市町村教育

委員会をはじめ、 関係各位に厚くお礼申し上げます。

昭和4 5年3月

福島県教育委 員 会教育長

三 本 杉 輻 雄
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1、 この発掘調査は、 日本道路公団と委託契約を結び県教育委員会が発掘調査を実施したも

のである。

2、 概報なので、 原則として実測図は付さず、 出土品も未整理のものは省略した。

3、 全体計画終了後、 報告書として 一括して刊行する予定である。

4、 執筆は、 担当者・調査員・参加者などが分担したものもある。 図面・写真も同様である。

5、 出土品は、 県及び関係市町村教育委員会で保管している。

6\i編集は、 事務局職員が担当した。







七斗蒔遺跡、 円持遺跡

白河市萱根字七斗蒔、 白河市小田川字円持

昭和44年9月24日→1 0月8日

日本道路公団•福島県教育委員会

鈴 木 啓

藤田定興、 村川友彦、 江藤吉雄、 日高 努、 金子誠三

遺 跡 名

所 在 地

調 査期間

調 査主体

調査担当者

調 査 員

参 加 者 田中正能、 有我ーニ、 鈴木安信、 岩田敏之、 加藤義久、 永山倉造、 小野克雄、／

阿部尚雄

協力機関 白河市教育委員会、 白河市役所小田川支所、 白河女子高校歴史クラブ（部長・藤原ゆ

り子、 部員・石山千代、 稲田美也子、 近藤幸子、 酒巻良子、 佐藤澄子、 鈴木孝子、 田

崎朝子、 富永トク、 堀まき子）

1 調 査 経 過

(1)付近の遺跡

七斗蒔遺跡の南をほぼ西から東へ流れる高橋川に沿った地域には遺跡が多い。 当遺跡付近から上

流の大谷地方面には見あたらないが、 下流の萱根維子神社下から桜岡、 久保、 久田野、 本沼方面に

は特に密集している。 なかでも故藤田定市氏による天王山遺跡があり、 また九反畑遺跡からは墨書

銘土師器が出土し、 疑問はあるが久保横穴古墳からは「集古十種」記載の金装太刀が出土してい

る。 この付近の文化の中心をなす地域であろう。 綱文遺跡が少なく古墳

と

土師遺跡が多い。

「福島県遺跡地名表」記載以外の付近の遺跡は次の通りであるが、 詳細に調査をすれば高橋川下

流方面

と

阿武隈川沿岸には、 まだまだ発見される可能性が多分にある。

付 近 遺 跡 一 覧 表

名 称 所 在 地 I遺跡の種類1立地地目l 遺 物 ・ 備 考

桑ケ 作遺 跡1大字萱根字桑ケ作 土 師 水 田 I
金 ケ 入噴跡 I ク 金ケ入 I 古 墳 山 林 l 円墳 3 基（昭44、壊滅、遺物不明）

三本木遣跡 I ク 三本木38 I 士 師 l 畑 土師器（昭 3 9、大型完形土器6ケ出土）

烏小前 // I ク 鳥小前 I土師 ・＼須恵 畑 I 散布地（雛子神社下西側斜面）

棒の 入 1/ I ク 棒の入24 I土 師 l 畑 I土師器（昭44、完形土器2ケ出土）

蟹 沢 -'/ I ク 蟹沢 I土 師 I 畑 I 士師器片多数散布（地名ガンザ）

北 の 内ク 1大字鹿島字北の内 I土 師 I 畑 耕作中土師器片出土

袖ケ久保ク 大字泉田字袖ケ久保131土 師1道路敷1昭木
3無3

山.2、
の泉麓で田 発久見田 野間村道拡張工事中俗名

鬼ケ窪 // I ク 鬼ケ窪 罷文・土師 畑 I 4号国道沿い

久 保 // I 大字大字久保 |土 師 墓 地 I土出土
師器

）
（昭26.5、埋葬穴掘りの際土器5ケ

｀、 本 沼 // I 大字本沼字本沼160 I 士 師 l 果樹園 土師器（昭28.11、完形土器出土）

（江藤吉雄）
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(2)従来の調
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白女生． 7 名協力。

10月 5 ll ll曜11

1のロ ー ム

の ピットは
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り

込みプラン Cで ピット

る。
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白
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経 過

1地区A地点
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2地区A地見i、より も、 り叶1亦と 9-l<:: I,}1|l 

れている）。

1地区、 A · B ·C地点

l：設にあ

ロ ー ムは、 A • C • I)トレン

るために、

1n 

よ、

、「づり、 Bl、 レンチでば さら 見 され
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トレンチ東拡張におし 、て、廿li折し る＇ドが刊明。 さ ら
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たが、
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ロ ー ム

うであるが、 ド段はし 、っそう

よ3

が何である

した。

るため、

ム

ため、 Bl、レ ンチ内に日OClll X 91/t 0)小トレ ン

ろう。

ロ ー ム、1r切 って
ダ

ドげ、

され、 l'I 

くプラ ン

冶�一
｀ヽ
）ょ

とみ られる。

．杯が加わりプラ ン

した

ら

＾^
 
r

 る゚

た。

ン／

ように1：段に1[i] っ

らしし 、も0)を1 111吋所恢出

し 、にプラソを検出することができなか

るらしし 、。 第 3

；J（川地幣と同じレ ベルの湿地が ―

くなるだけで1:̂

ったが、

プ

し、

れてし 、たよう

る。 第3

8 

る。 2 地区C

、 あるし 、はプラ ン たかも

して、

し 、 0



第2地区C地点

より12OC11［の深さ し たところ、 2 > 3 と、 多く

られたので、

ると、 北西I;il:}に近し、ところに、

0.5nf位か検出され、 それの

I[li[Iりにこオ＜村の炭化 し たも0)

した。

し たもの）が、約

し、るように思われた。 仝

るかと思われる

より力を加え、 卜から抑 し 潰 し たかのi l”^iさjし、 0) 

た。

くに、 木村炭化物の太

るB地区には、 このような火

以I ＾ ^より

炭化物の

など

し、たこ'- 0 

ながら焼却されたのではなし、かと思われる。

4地区

た。

し なかったが、 l‘:'沿片は比較的少なく、＇J且形礼1
1
1 くよ見なかった。

んばかりに、 木村炭化物が攪乱されてし、なし、こと。

織物の炭化物が検出されたこと。

ると、 火災によるものでなく、 ある

ま れて、

その

る と

ろから、 15m x 7 mのトレンチ

ロ ー ム ま で約30cmと戌し、。 ロ ー ム

］本6本と増加する。 ―

及んで、 VI作痕であることを確認 し て放痰 し 、

ものもあった。

し なしヽよう し

ま い。 柿の木があり、地王が

し た。 ベルコンによる

されたの

らナイロンが出七するに

る。

柿の木の下の炉跡をとらえるべく

ンが出うべく、 ベルコンを使用 し て西と

し、るが、 うぶな状態ではなし、。 第1、 第2地区に見られるような、

されたが、

ロ ー ム ま

れてし、る。

く、

、てし、るがプ

ダー）

るごばう るため、

る。

2 調査の概

(1) 地形及び立地

ム おり、

ひろがる低し、

川とその支涜によ

らなり、 その」：はロ

れ、 1}甘析されてしヽる。

， 



I I I j11J()) {jl ())」じ叫晶、 街 II I くILi快[ J9卜lfJい且 、 • I Kl団］ 4りI/ I 111rノ、イノ、スリ） ＾．叉する地）、1i、よ

り、 阿此限｝l lり小文庫高伯）II(})庫域水Illを、 北西700m間11.-L
―．に1]：峻1H ;iFI 1!'1i /

J
、 じ由竹叫闘てある。

ぷj1裔）litょ五什＾＾改修さjし、 1嵐域水111(.t MJ也叫びIl.を[[ J
クヘ

した。 し←、、
1^ 11,\ (})西Iti)] 4 }}| l、^l道化hl亡Cて、

I Hill! : I祈4ヽ,;•'i.J (\ 1l1j古古めて虐i'.1且村 、 後に/Jヽ！II Jll村
．
iこ編入•以I 1 | {I II I I !) (})比屠／）；ある。

じ1•I村を古臼糾lJく・し、 1,:I没t :L、 i 11 I (1J I Li.I二(}) |I I (1J I Li'ど｛よさん ー［北り）又久、l {l[Il{,•[、 I悛谷地l、 主仁

じ1 •間と比i柏翡JIIを1恥てた1H(})水 Ill地，11\\:a I. J(ii'i水」である。

I:[, 13、 ぐ背役(})丘陵l[l(})祁分化 、 卜地(}))ゞ�よ1
ー

ケンベイ／ 口1 . IケンペイタテIとよ

んでし 、 たとし 、 う。

と日[ I]設）］紅、 北東10() 1/lしこ1 j且成 、『囁ふ内iに1人Its ,, I安彦0）ん
＇
しI /J 、 あり、 少し（よI:［ ｛ ［たl]設

l日に1安珍紅ば羹lとII I \II:())搬ii0,1 /)、ある。 し力 、 L 、 Iiij古（よ直\11:u)供此碑-cあり、 役古り板｛叫｛ ：t悛11̂ ̂ (III

処からか移動した［ U)とし、う。 (�?. J'誡:_ • 11，闘 努）

(2)遺

第1地区A地点

B ·C」也[;<:(})」じ1,:;r;／い、 J也1'1り(})ぎ」lし 、 ［£ 、ロ ー 」．、し））Ii叶I(li 1]とも_.,.)!})iこ文、j L コ
e 、['之，：ピI)[ L ／こlじ

軟的皐及＼▽ヵヽ／；ょ（L[［窟1）1簡化！••(Lてし、 る。 し力 、 [ Il ll I I II I)）激しし、 ロ ー ムI(1i'どもい、 村：穴と交え仁ピ ノl‘ I/) 、 4 ヽ

ー多くl1,1てし、る。 こI))(t[l斜·|[,Iiり終るおtこ（）にロ ー ムをLJ))た心をもい、．9［ I))東1[(j 2 1/l |liif受/})/り［

し 、 る。りiiこ｛；t阪石に」ぐ幻l今クl”,'沿2,{I古1 /Jヽ仕ll()事に並Iし-•こーし、 た。 2 {I,hlとも1j\ i,i|;iこイiI)) Iっ‘

えをも ) -c し、るI))/j :il滋、さ」［る。他｛こ｛よ、 恥Il多I •”,I監、1，：位）修!·.'!,怜、 1 ：製勾1、:.、 「屯！ ！ ^  ^＇晶、 鉄諏ぐ『／） 、'lJ I

/))),\j |JIlよりl1,1 | · ^・してし、る。 こj l.，ら幻iと箪とト・11}阻：［を出つ訓(:t、 A地区），1ぃ履t幻Î．（古II']であると］叫）、｛し

る。 こI))11] |[)|I)) |iii悛にしパ＾＾（古II
r
li/)、あ＇）た力、と思j),{lる／）、h応II」よ円ら、｛し／

1
'（力 、 9) た。 東叫j(こ｛よ灼［か！s::

く、 北刈「{:l：叶i]I)） 2()C1/l西より為に1111 1）［し、 北に1. 3 1/l, I)) Iり［で西に延り‘-c B地） 、
1i、I))北1:！［となる。 刈lt::JA

!! ][ I(lii:1[{ ;[ B牛活i(1i1,:；［によ')-cし））らj Lてし、 る。）応'1i(よ｛革ヵ 、 Iょ（じ[l斜化出-) -c|佑こ延ひ、 ］ 2地llふ八地

)、い、0)」じ ＇，：［化 (1j羞Ill定リ1i!J)

1地区13地点

」じ側にリ）；み、ローム刈をもち 、 東西に1簡（上心し、
() I I I 央j)ずヵ、西寄こ、i，見をし＇｝—： )11り にくりぬし、 -c叫［直

打し、 そ□東1{il.'] 、IIl U))り］に1J! J)、ある。 ニリ）り1と心をII I 心とするリ）J）、 13地，点飯｀〖りl]「,

I(Ii7c」) :) 。 Af l:•[「jl(IHこみ、ら」しにようパI＾● ：器札I { rt ／ょし 、 J
）
‘‘ii[[U) I 1(i)火),,-,) I 1 1よりl[•閲l、 JJ l'• 1 /)、 II,1I今．し

てし 、 る。 ここ｛こ(;t3)げ，i(}））げ，i（立がみらJしる。 l I,1'I,1i { ^ 1< il ()Clll (}) | ̂  ̂'Ii怜I＼女{li i l
I
li 、 2)]'

I
I
l （よ、 l llt 

ー、ド分にLJJ断さ』し ら」し、 ニ をも を打してし、仁古し、 Ilん：．活I(1 iと さ;{ Lる。

つ主り、 B地JI□北灼
＇』（］よ、 以廿Ij]よも＇）と1行にあ') -c 、 こ，｛lを何ら力、り麿間、 ー［北に延ばしにとぢえら'{ L

るo B床1(1iLJ:、Aより｛氏し、 。 B 11・・（古I(li ｛よ II I央より西側（よ、 C !!. I古l(liによ')-c L))らj L -c t5り 、 こU)C

11 :_]「;1r1iより ．悩 、 計�JIJI::盈怜、 体ミリ）/Jヽl児Jいl I II I `． してし 、 る（）

BJ也）、＇、＇、I｛拉謁にこ{t 、 1. 3 1IL X l. ̀] 11し 、 佐社さ2. lm(}))くク
［
＜／） ；岱見さ，｝し、 I I I /Jヽら叶忙2(IIhl/)、 ll,1 1 ^ ·し

［に。 さら

ー西II（i立［［いこし、t l lli X l. 3 1It (}))火(})凧柏）’，’
91,1 /)、みらj Lる。 北刈「疇l t四に廷ひ 、 『紅より3. :> 1/L(})所から 1

, 9 -

l. ]IIt |l廿折し 、 さらに ＂＇―

ム刈
＇［をなすう

10

C [l][ I(li」じ尉［と心る。 JよI(ri 1ょ• 9. 1 - 昂2地区BJ也兄i、りロ

()j泰III‘崖聞）



1地区C地点

と西にロ ー ム

2 m  

る

と思われる1.7m Xl.811し、

る。

ロ ー ム おり、

り、

り床

下4OClllに

み、 らししヽ ピットが 2

よりも

れ、 C

B 

と

りは、 明ら

以卜^、 A ·B ·C

ラ ン

るものと思われる。 奸はロ クロ

たと

れている こと

2地区A地点

Bよりも古く、 BはCよりも古し、。 さらに、 CとB

られる。

とであるが、 1 ~ 4地区の

1地区は切り残しの順にみられるように、 ｛由斜即での平卦見告成段階で、 既に個々

れた。

?]
 

る。 しか

り、 ばり出しプラン

るから、 A · B 彙 c

る。 面としてとらえられなかっ

次のよう

れる。

プラ ン

た。

ヽては、

地点北側は、 第1

りが残存している。 ま たそれより

ン
／

る。

る。

Aは

より南寄り

第 2地区B地点上段

西、 北、 東に畔があり、

し ヽる。 .20m 

ょ

ヽプ

り

られなか

て

り る。

され、 固

の住

も った。

と る石が出土したが、

る られなか た。

る地形となり、 第2地区B地瓜南側へ続し、ている。

り ヽ

ロ ー ム り出している。 ロ ー ム は

高 さ12cmの台状に周縁を切 った姿で検出 された。 これは更に、 半径3.5 0肌で黒土下 0→lOcnし、 4.5 0

mで20→3 0cmとレ ンズ状に堆積がつずき、 この上の黒土が整地 され住居が営ま れている。

l m乗 った形で浩成 されて

となる。

11 



ロ ー ム I)) 合認 に4応し て9() x ()()Clll I)） 方形状に）火 I)) j·itいがあ り 、 I I I 央 ( J4:_iclll （后 I)) 焼［こである。 こ ，｝しに

J及して 1!(i{llil （ よ、 1 辺6 0 cm リ） こ1 I)),位1)： iこ （ 東 あ ぎ） ‘帖 ［．^ I) 、、 あ り 、 内 i'{|; i ct - 3 0 C7/l -•こ、 こ こ ヵ ヽ ら 1竹へ(L[ l i‘、‘|
- ./・ 、プ

Iょ 久） 。

よ こ 0))火 と 1孔 1 : J鬼 を I I き ;/ L で•Cし 、る。 l]1 い、 村， 1 ・」児 □ 1 1 \ ij （り に ;,:V 1 、 塁［ l （伏 位．） こ リ）

」じ {l[Ij i こ 二 ［ ぎ2、 lィ、 3 ( 屯ね て ） し ーし Jィ、 1 、 村， 1 •. j児 リ） 出 に 汎1!t 1 、 恥 l 、 東に訃 l 、

1 、 西iこ柱穴 l と 貯歳穴 l 、 こ o) I ·. よ り 紅也 （ （ 」•ヽ /•C う ） 1 、 ;'c 0)他 （岐 J t • 7 fli,1 （木 分／J ； I I l 1 ： し ーこ し 、

る。

村：． t／< { ,"t f f.28clll、 - 32clllて、 他 0) 3 )、い、 { :t 十り[ l I II ど 」し ／ょし 、 。 ll'『蔵穴（ ；［ロ ー ム 台 I ·. に あ り 、 1 m X l. l m

1 . 2、]lll 、 Il\ : rt l. 6 0  x l . ]̀ 0 1lt と 1ヽ
｀ ふく ら 久 0 形 に Iょ ' ) ·c し 、 る 。

2地区 13 地点下段

I ·.、 1汀如直hW l / \ j O)b1I 位ii［ （ よ、 約6 . ]̀() Ill である。 1 .. l応 0) (t[ l斜• Iりヽ；終る と こ ら に1 0 .x 幻Clll O) 'I勺i を 1 fI吋 ；ょ

し て 1 l il f閏）文 0)石を、 約い）文 0)(t[l斜 に 3 {Iihl 並べ、 次 { ,t‘Ii·地 と ［s:: , ) て こ こ に2、]

メ 4 ;)C,"/l 0) 石Illl女があ り 、 更に も う つ 0) イi を そU)出 し i['・［し、 ·cし 、 る。 イi | J Il 人1人］ （， よ焼 1 •. -•C、 こ り 東 外 に

1()Cllt0) )りく0) )ii：｛直がある。 こ り） 炉 o) I ·. と 周 辺 に、 こ し ぎ 2、 II[]2、 乱[ 3 、 峠 l ヵ峠 l l 'i さ j l た。 イ濯 1人

0)」じ東 I :l斐斎羨 lllt に見t 1 、 J;,ト 1 、 東4()Clll、 斜I(1 j I I 1 ['と に 叶：;: 1、 I 1 1J L < 1. 8 0 m に叫 l 、 1 I  Il し く 、］lll ｛こ 「

づくね1 ・悩 l 、 ‘li•地に 柱 穴 3 11,hl ヵ叶災 I l i さ j l て し、る。

I '..、 卜.段塙 を ばす斜1i'1 i l よ、 石斎I l．人0) と こ ろ てi|ii\ i7 0 C7/l と こI，であるが、 東 へ 3 m 1 j· , ) ,に と こ ろ ー．C { よ l

1/ t 、 6 17l てし［2.20 m と ゆる9\':)かに ！より、 2 リ） 1 地区ではl] Iハ久 ら ，｝ L I/.s: くなる。 （ 鈴 木 I喜）

2地区 C 地点

C地 91以北側の地刈’奇｛よ、 第 1 地l <C地）以地刈名 1(1 i 0)延 長て約1,] )文 0)1·1 然（叫‘、] をな し、 地）、1‘\ l | I央 i'\'I□2 

さ れ てし、る。

生活Iltli と ぢ え られる）＇け 位{ ,t、 3 ),け に 分翡i［ さ j l る、 蚊 ! ·. )げ，
i { よ、 地表カ ヽ ら 4 0 C1ll｛兄）文 0)深 さ で、 l ·. i':1 l i 悩

J \· \ 珀忠悩） 「 ／）、包行する荼 『砂色 l·_ J,けてある。 ま た 1 \1 1/ \J Iぃ収 ，i：地表か ら 7 0 c:7ll 0)探）文て、 特 に 紅也悩 か 多

＜ 茫見 さ れた。 地盤 切込人附五か ら は多量：0) ）火の1古l り 0) ]直仔が人 られ、 ま た 1 l l] I Itli東 ア ゼに歓しり濯亦

が 発 見 さ れ た 。 しかし こ 0)2 )1i'1位） （ じ ）叶闊叫札以 ；に 破壊済人工― 了も 見て さなか っ た。

ら18 0 c m O)11文1‘ ,l1,’91i -c （ よ 家9 )や．0)辻筆木材 ／ハ 焼け沿ち に と 思j汀 Lる以 ／） 、、 1け北 ．］ Ill 東 西 ]̀ 1lt 0) 

狐I川 叫 に 出 I :し た 。 特 こ 西側ては木 村 を 1＾字あるし出［ 平. ?i に 組 ん 仁製討j\ 0） いる状 況て出lこした。

仕 ）凶瓜廿似 よ、 北寄 り て｛よ地盤が 加 l. iし てし、るか、 11i寄 り て｛ よ ］、1] 褐色I‘ .̂ )II!'1｝ り ｛ よ り 床IIliてある。 柱穴

｛よ 1竹北約 3 1／し、 東 西約 3 m l/\l l料 に •辺約20c m、 深 さ 約7 0 C7ll0) 川 状 り も の力、 6 本発 見 さ れ、 ま た ピッ

ト｛よ、 」じ 東机：．穴 ヵ 、 ら 」ヒ寄 り ]̀()C1/l り） 位置か ら 1付北双）C7/l、 東 西 1 m 、 深 さ パ OClll 0) も リ） と 、 北 西村．：穴カ ヽ ら

西寄 り 1 1lt カ ヽ ら、 1 鳴家で 1i（.i北3 0 clll、 東 西9Qclll深 さ ］ 0 C1/l 0) 2似 ！） 、 発 見 された。

こ 0) こ と につし、 て は、 刈I：野氏 か、 ぢ寮て虚 叫する。 （村川 友彦）

第 4 地 区

1 l:. )1 1 ；切＇外 I）ぐ、、 1 -→ 4 )’，刈 と さ 」しるか、 板の深し 、 作物 を 栽培 し 、 破壊ヵ； ，甚 たしく、 る こ と （ よ

閲雌であった。

炉闊 と 思われる焼十． と 、 ）火 ())堆柏かあ り 、 石塊 l ') -cし 、 た。 (‘{III l 1 i 1 ト16()ペ

12 



それ よ り 40c11lほ ど の と こ ろ に 、 迎立て ーし た 。

な お、

つが、

た か も

(3) 遺

1 地区 A地点

ほ

し ‘
o

物

た が 、

り 残 し の と 竃 と

4 

し て い る

る 。

し 、 。 3 • 4 の ま れ

よ り 出 □卜 し て し ヽ る 。

1 ば、 や や
←

く ら み。 2 ば、 胴ふ く ら る 。 3 個 も 日 れ

お り 、 内 1 は 、 ロ シ ャ プ し 、 ロ 面 に ら

る が し か り し し 、 る 。 陥

1 があ り 、 刷毛 日 は な り 。 り よ く な し

ぐ＂nく，，ヘ＂I,r ベふ 1

も ち 、 。 小 な 、 る ロ も ち 、

日 ら れ る 。

形 土 僻 5 

1 よ り な し、 ＜ る ロ も つ 。 2 よ り も < |}甘 し 、 て

し ヽ る が、 し 、 が、 る ロ も 内

な

る 他 に は 、 し 、 と も た も の 1 個 と 、 も

な し、 る ロ も

l
“

1 91 r 1

ロ 縁 と

土 器 1

く 、 固 り を 凹 よ う な 整形であ る 。

土 1 

あ ま り 良 く な い し て し ヽ る 。

1 地区 B 地点

1 . 5 m  よ り 刀 l 、 1 出土。 B プ ン中

1 出 土n B C 2 、 朱少 々 。 1 り く 、

る 焼成 も ‘ 。 1 f よ 、

も ち。 「 く 」 も つ。

も ち、 ＜ く る ロ る 1 。

13 



)['『J歳 ） I J )く ク
＇
くよ り ;,:V) |

・・ク 1 • • 9孔怜 2

2 fI間とも球形 をな し て ll|11| 1,,i1パこ 蚊 火I|lh', 1ども つI) 、 、 l { ,tIlI11J 哀1;よ り 1 • · を 欠ll ,[ リ） た め 11

力
‘
; 、 1 立 1 •． り ／どもつ IJ 縁 を 1I L 礼役(1’、)·( clら <) 。 (|< i,i|; { ct i‘、:1 :l): iこ 」 i‘礼 {JI.. j{] /J 、、、 I;飯 さ A l -c し 、

る。 2 fli'ijと ら ベ ヘ つ 1 今」氏 0) 小 さ な）氏 乳II ，ど も つり

0 ) 他 1 直iii J l 知 放、 ：［土 ） i 此 人 ．）

( 1 , l ) 悛 o) I ·. '晶 柏 J川 (!) |竺J[ | ．^ ‘ | ＇^ 分 か 復 ｝じ さ j t 1 |] II［ ［に五 し 、 立 I ·. を し つ l l 

l 地区C地点

」じ刈‘[ UJダ] L o) ]]賃と、 1 10） ） 心l |川よ り I I \ I 、`

l宛 ）診 I ▲ ＊ 悩 l

伽j ふ く ら みて 球形 をな L 、 外 ）又 する II 縁打1： を 出 つ。 1}、J I (1 ifよ、 」

、 光 ｛） ｛ を 打 す. 0 外 I(I i { wl: i息す り て 形よ く 柏 形 さ 」 l -c し 、る。 焼成、 胎 I ·. 良 U [。

恥 形 1 ^・ げ怜 、］

る こ とが j ) か ' ) 仁。

" )  -c {i}|• 力 ‘ ,} l 仁 I}、l ]、1,\

1 (よ、 I l 糸羨 i,i|: /) 、; 、 {4ヽ i
ヽ
;:1;と を も ち 外 ）又する。 （小 乳I賃 よ べつ ＼ど深 人 をも ) -c し 、 <:..! っ

他 ()) 4 (|11，1 ｛ よ 七 ゾ トをな し 、 ロ ク ロ （史 ） I j ()) |)、] 、1 ヽ灼C )じ（） ｛ （． ：t [［ し 、 ()

／） 、、 あ り 、 I氏乳I：に布艇と x |] ]がみ ら J しる ，）

（也 （こも字休 + 1リ］ 0） i l : I I : I 今
＾ 悩 ）i‘ ‘^ 1 、 f説 l 、 1 · 

、 形 をもつ。 内 l 々
、. .

 
,

 
IJ'

 
．
．

 

1 1  i: 1 I I \  I . り (}}素 I I | '几 聞 ）

2地区A地点

i l l I―. ]直物（よ、 I J:r l i 岱 、 ク［ ［出 岱、 {il〖石 (}) 3 り 、 I J:1 !i 悩に つ し 、 -c iよ、 坪］直 l l ,1仄 、 9，布；柏 l )、り 、 甑

l )ば他研 ）＼ ・ 多 数 てある。 こ 0) 内 1 ・． l\＼昧I(Iiカ ヽら｛ ］［ 内 黒 ／ハ I I \ | ＾＾ し たが、 ド ),,·,·:昧1i'1iカ ヽ ら ( ;J:. I I 11 ·I・＾． し なカ ヽ ， ）

た。

I ·. 悩 l

高 さ l ,]clll l l {t 14Clll て 1氏 1,,il賃こ 直且 3 C1Il 0） ド］ 形0) 孔 1 11乱 を 打 ずる。 l. l 縁訃賃よ 外）又 し ll|IIj 部にか げて； ょ ゆ

るダ▽力 、な1 i l 1 線 て （木i'{|; iこ ＼つ や 丸味 を 拉 ） て し 、るc 「l (f·よ り ）j|IIj仔がべつ亨）く ぎ し 、 小JI［りL 刈l|: 悩 て ある。

椀 川）· 杯 2

内 外が外褐 色 を ば し 、 口 縁1,,il；とlJIllj 詐I; (}) 塙に 1リl ｛確な校線 を り た ず、 休 詐1且こ \'.) \\'.)丸味 を 特 つ 丸底 0) -1 • ̂ 

悩て あ る 。 ま た 、 内 側は1氏か ら 1 :)jへい器帖形間に施 し たとみ ら れ る 「．んで こ す っ た 痕がみ ら れ る 3

杯 隈 I ・： 沿 9

l」 し 、 明確な悛線 を 持 ち）l|II h'il叶呑よ り l:::J f和0) 小 さ し 、 l噂：げて 花る。 ま さに文寸 し て

休｛和 ())比冷＜ が大 き く 、 赤 褐 色 を ［ し

砥 石 l

長さ1 2Cllt ||lhi 3 C1ll )ばさ 3 cm()) 角 状 の 石 て 、 石1r:1i 1 1 1央/;:1賃 よ使） l l し たと思われる凹状に）仇滅 してし、る。

と1 l ll l，［ 内 側に 「: (}) すり痕がみられ る 。

姐忠 料につし、てし よ 、 殆んどが訓 ）「で'i:'})1礼をぷずも0) { r[ l I l I  -1 ー・＾ 、しなか っ た 。

2地区 B地点

本地）、間 1 1 i 土の、直物 し よ 、 l: i'i1 li悩、

し 、

るが、 」':i i i 悩 は 他地）、勺に 比較 し 紀 贔：に出 1-̀

a 1
ゞ
i

I

I

 

ー
ノ
＂

1- も0) 2 ；点、 他 l )応）

14 



上段プ 1 ロ さ 8 en位） 円形状の孔 1

る。 ゆるし 、 カ ー ブをも る。

他は、 カ マ ド 中 よ り出土し、 ロ 6 し、 胴

る。

2 

上段プ ら出＿＿土し、 ロ .5C lllの 2 る が 、

1個は、 るいわゆる く、 よ り

している。

C 恥刀氾 -,奴→ 許怜 ：｛ （ 卜段プ ン炉麟附i斤 よ り ッ ト

口 佳16C 1!l高 さ C1Jl、 ロ 7 Clllの 2個は、 し 、わゆる く、 ロ

るが、 他 1 り、 ロ よ り し る。

cl 訴刑 十堺 l

口 代14c m高 4 C1lt、 十器内外表面が黒褐伍 左 呈· [、 椅線は叶二I央部におり ロ る。 ま

る。
e

 
1

ン

1

ラプ

プ

段

段

t

t

i

[

 
第 2 地区C地点

ロ

2

1

 

身 型 土 器 4
ロ ・-● ● 

1個の

りから出土した も ので、

と

る ピ ッ ト

. 5c ntO叶門形状の孔 1 もつ。

されている。

炭化木村、

1 ー

ら出土したもので、 ロ

る。

4 C il［ の

、た

と

みられるたた

るが、

るもので、

も

る。

し ヽる。

り

自

閏r'
 

ものである。

なもので、

出土した。

4 地 区

よ ら出土し、

、てぱ、

り

吋川
川びヽ

よ

よ

ー 4
 

2
 

るが、

る。

、わゆる

りえなし

る

る。 もーこ
られる。

る が、

られる

るし 刈よ週辺か

15 



‘ � I みると、 1点、 坪類 2 成である。

I倫IJ:f
I 1 

ロ 径l3C Jlし、 さ る。 体部下部がや や脹み、 第2

一土 器と る゜

椀 1 

ロ f行に対 き く、 内 し、 ロ るも

0)で、 第 2地区A地兄訃l-l I-I-̀ 0) 坪同保、 内側に「贔 ー ずり る。 （村J I

3
 

(1) 遺構、 遺跡について

2Aのみは、

たものであろ う 。

らみて別のグル し、 その仲 I甘］は東側0) 2 

lA、 2 B、 2 C おし 、て、

と

1

したも いと考えられる。 こ れらと

らも枡定でき る。

をBが、 BをCが 切り込 んでプラ ン

そ う 長いものではな さそ う

している。 lC 

る。 lC

と、 2C南東隅の何れも

ン
／ されてつかめない。 2C隅

り、

しし

石、

も

3
 

と

ロ ー ム を 3 段

した こ とは、

るが、 プ

んでいる。 こ れら

炉は、 lA、 2 Bにみられる

る。

＜
 

る。 l B、 lC、 2Cは石、 焼土、 灰よりなるが、 l Bのみは石を欠く、 こ の こ とは、 当プラ ンか

らは土料の セ ッ トが発 見 されない こ とと併せて、 廃棄IIかの撒去を思わせるから、 石も

るかも知れ なし ‘ o

lA、 lCに、 ロ ー ム を彫り ！、廿 したもの れる。

ヽてし 、る。

lA、 l Bと、 l Bにも う 1例Aと

した形跡と幣 しい）火の

されなし 、。 こ れは、

とみられるもの

より く、

ロ

日 される。

か、 る。

とみられるものは、 l B、 lC、 2C 

では、 ¼ほ どJI月ま 2
 

り ヽ

1地区に 3 、 第2地区に 4、

しているのはロ ー ム

けてし 、なし ヽ こ とは、 明

16 

も

もの

らない こ と し、

る。

る。

さ l B  

7個は何れも

も

とみる こ とがで



よ う 。 かなり

より

(2) 遺物に ついて

2 A出土の、

られよ う 。

lA、 lB

られるが、

ッ ト 9

に、 ッ トで出土したにもかかわ

も

ている ことと、

らなし‘ o

ものではなく、

らみても 軋

る） lC、 2 B、 2 Cは、

V るものと みる とがで る。 同 ラ

、 かなり られ、 も

るか ら、 と

る。

る。 ほかに、 （ メ ッ キ剣落のた

ので、 。

、 ＇

るものと思われる。

刀 子、

コ

め、

か らなし｀
るのが

している ことを示

唆している。 る。

たる も り 、

はないと思われる。

(3) 復元家屋について

く、 くとも族長ク ラ スと り

る。 柱穴の う

ているの ためと る なし‘ o と らみて、 るいは

消 火のために土およ る。 よび石 の

ろ う 。

ま ま してはいるが、 よる したり、 あるし

ー ともあ りのたるき 、 と、

る。

れ らか る と 、と るが、 し、

しにくいが、 ほとん と考 えてよいと思われる。

く、 らしいもの

る。

る。

17 -



11i”,1に I卜）1}..車庸斎II今 4［甘fi1ヌl l /5() 

(4)結び

ヽ
ヤ
ふ

マ~r 

し る り、 として水lII

化されてし、る。

何

｛ヽし、る。

出ち、地形的にも、

、が、

とみて誤りはなし ‘o

3 

るところから、か

れる。

2
 

そl]In 

り、水Illを限ドに

された地形も、

‘/ l祠‘Iビ（よirIIれも削られ、

たスロープと化

し、

白河周辺は、

ヽ

ぐ
＼
ぶヵ ししヽ。

灼ベベト ／ 
ロ、

め、白

トを聞←心、

~ I などか

Jフ 入、）

ら.’ ー

と

,t4
 
そ

か
、

れ

る

`
‘
、
J

カ

和

こ

）
t

u
 

、大

もび）もあるいで恢け寸しなげJl

も

りたし、0

り；ょ［ょ力、；うう。 I I~l) l 1姐l:、

じ

也

し

囮

ー
~
乳

十

よ

、

日

•I 

4ヽ
 

る。 どめ、

t1) 

し、

る。

、t）) し、る。

し、 る るCマ）

l、

3 ヽ

ヽ
ー9し l、

I 

18 



セットで し、 も ‘ 。

6、 ったとみられる

4 円 跡

小田

られるのは畑である。

れている。

る

した。

トレン は、 11n X 15m

-25C1llである。

られる。

が、 潰勧か否か小明＾ ム

山ま く、 耕作によ

と

もので、

している。

止訂なく

地山はロ ー ム \.,.‘

m 

ると

る。

より

ら、 6個が

トレン

とみ

した

ものとの区別がつかない。 地

く、

る

み

- 19
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